
マルハニチロ＜1333＞、子会社の大都魚類＜8044＞をTOBにより完
全子会社化へ

マルハニチロは子会社の大都魚類に対してTOB（株式公開買い付け）を実施し同社を完全子会社化する
と発表した。マルハニチロは現在同社の株式50.32％を保有している。大都魚類は賛同の意見を表明し
ており、マルハニチロの完全子会社となれば上場廃止となる。買付総額は25億9000万円。

大都魚類は1947年10月設立で、マルハニチロの漁獲物や水産商品の販売を受託している。1962年12
月に上場し、マルハニチロは1978年1月期に同社を子会社化した。しかし、国内の漁業生産量の減少や
魚介類消費量の低下などにより経営が圧迫。そのため、マルハニチロは同社を完全子会社化することで
、グループの水産物サプライチェーンを再構築するほか、上場維持コストの削減により経営の効率化を
図ることにした。

買付価格は1225円で、公表前営業日の終値825円に対して48.48％のプレミアムを加えた。買付予定数
は211万9018株で、下限は106万9632株。買付期間は2020年3月31日から5月21日まで。決済の開始
日は5月28日。


